
第 1期埋立護岸有効活用基本計画素案に対しての提案書 

 

改善案の詳細について、次ページ以下に詳説します。（市民団体あすうら推奨プラン） 

提案者 連絡先 櫻井利夫   

提案提出日 
2025 年 1月 6日  

連絡先   

提案の視点 今川地区の生活環境問題だけではなく、他地区を含む旧護岸

全体の調和性から、護岸の安易な撤去には慎重であるべき

で、歴史的に果たしてきた役割を失うことなく保全すること

が大前提となるものと考えます。 

また、護岸は住居を守る石垣同様なものです。県の掲げる

「みどりのネットワーク形成」に資するものとして、住環境

を損なうことなく、費用対効果を考えつつ保全し、みどりを

創生していくことが大切です。 

護岸存在の役割 

（護岸撤去で現状環境

の劣化をさせる危険性

を孕んではいないか。） 

現状は護岸があることで、防音、防風、防塵、防砂の役割が

あるとの住民認識があり、それを損なうことが無いよう、景

観を維持しながら有効活用を図る必要があります。 

大胆に護岸を撤去破壊し、多少の緑と市道拡幅を施し、人工

的な遊歩道と防音フェンスを設けることが問題解決になるの

でしょうか。費用対効果と環境維持の評価が示されていない

原案に対し、現状の護岸が果たしている機能の評価を適切に

行い、きめ細かい対応をすべきではないでしょうか。 

改善案の勧め 

（素案に対しての改善

案概要とそれによる費

用対効果提案） 

今回提案する低コストで自然を生かした植樹という改善策を

採用すれば、近接住民の理解が得られるでしょう。 

現在示されている素案から見て、護岸の工事コストは幅が

8Mの総延長 2685Mから、取り壊し整備に少なくとも 5ない

し 6億円。フェンスには 3億円、植樹と人工的遊歩道等で３

億円と、計 11億円から 12 億円程度が想定されます。 

提案する改善案では、今川地区護岸の片側斜面取り壊しで 2

億円、既存カイズカイブキ移設は 2から 3千万円、自然遊歩

道の若干の整備で 1千万円、植樹にはアラカシの幼木 1本 1

万円換算、植樹 4層で 1万本 1億円、その他、入船地区の植

樹整備やミニ公園などを考慮しても、4～６億円、或いはそれ

以下でみどりのネットワークを創ることができます。 
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■現状素案の問題点 

下図の原案を拝見しますと、旧護岸は取り壊し、市道を１ｍ拡幅の上、50cm盛り
土した遊歩道を設け、1.5ｍの防音壁を設置することになっています。この案では、
近隣住民の要望と実情をよく理解し反映しているものとは思えません。また、将来
第 2湾岸が開通した場合の防塵、防風、防砂、防音への備えが考慮されておりませ
ん。旧護岸は、県道側からの｢雨水流入防止｣、｢騒音緩和｣、｢沿線住宅の目隠し｣の
堅牢な効果を果たしている現状があり、護岸取り壊し撤去ありきの原案では、その
効果を維持できず、 
⚫ 歴史的構造物の破壊で後世に語り継げない社会的損失につながる。特に入船

3，4丁目の護岸は撤去しない現状景観の維持が望ましい。 
⚫ 人口的構造物として創られる盛り土の遊歩道は景観上からも説得力が乏しい。 
⚫ 遊歩道の位置が市道に近すぎ、本来は現在の護岸の外側に設け、自然豊かな緑

のネットワークを演出すべきでしょう。 
⚫ 市道の１ｍ拡幅は必要事項とは思われない。５ｍも６ｍも大差が無く、補修と

街灯・防犯カメラの整備にとどめるべき。 
⚫ 護岸の破壊撤去と再整備の過程で住宅地の粉塵・騒音公害が発生し、費用対効

果を考えると住民は納得しないのではないか。 
⚫ 大量の土・コンクリート廃棄が生ずるが、地域内での循環再利用への配慮がな

く望ましくない。 
⚫ したがって費用対効果で見れば、想定されている 10億円以上はかかるプロジ

ェクトを議会承認する価値が感じられない。 
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■改善提案 
 

このため、千葉県が求めている緑のネットワーク構築のためにも、半世紀をかけ

て、自然の力で成長した樹木に囲まれたみどりの小径、その中を散策歩行できるも

のとして、人口的構造物に代わる自然ベースの本物の遊歩道を配置できるようにす

べきです。 

具体案として概念図を次の改善提案概念図に示します。 

 

⚫ 今川地区護岸の片側の傾斜が緩い面のコンクリートを全面撤去し、傾斜に沿っ

て市松模様の植樹をする。既存樹木のカイズカイブキを前に見て、手前にマサ

キなどの低木、後方に沿って、スダジイ、クロガネモチ、マテバシイ、タブノ

キ、クロマツなど、常緑樹の高木となる木の苗木をせり上げるように植樹す

る。剪定作業は最小限にして、樹木の自然な成長を促します。南向きのことも

あり、マサキとカイズカイブキの間の日射の日陰関係もあり、年月世代を超え

て自然と歩いて踏みならした遊歩道ができあがります。 
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■改善提案の補足 

 

今川 3丁目から 2丁目にかけてこの植樹を行うにあたっては、第 2湾岸道路沿いの

既存のカイズカイブキ（B地区から東北のライン）の位置が直線で無く（当初案で

は植樹が 1列になっていますが）、正確には下の航空地図のように分差 2列になっ

ています。A地区の方は、震災後の復旧時の 2013 年に、工事作業車の便益のため

に 1列に移植されています）。B地区の方は、直線になるよう移設し、自然の遊歩

道を広げることが必要です。特に留意頂きたいのは、下図のAの地区においての旧

護岸は、保全する今回の提案でないと、中央公園通りの車両通行が多く、素案では

護岸撤去後に新たな公害発生となる防塵、防風、防砂、防音効果が損なわれること

になります。今川 2丁目の同様な引き込み型護岸（境川護岸：７P参照）も同様で

す。問題解決には提案する植樹法が最善な方策になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
俯瞰図A の地上現状（今川 3丁目中
央公園通りを右手に見た写真） 

俯瞰図Bの地上現状（今川 3丁目変電
所から今川 2丁目方面を見た写真） 

部分的にでも住民参加の植樹方
針が計られれば理想的です 
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■入船 3，4丁目の対処 

 

入船地区は今川と違い、高木が育っており、景観的にも調和が取れています。この

護岸を壊すこと無く自然の遊歩道の充実を図り整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入船 4丁目も同様に考えられます。 
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■市内に見られる、みどりの防音・防風・防塵・防砂実例現場 

 

防塵、防風、防砂、防音のネットワークで浦安市内実在例は、若潮通りの弁天 2丁

目から 3丁目地区に、以下の写真のようにすでに存在します。 

弁天 2丁目から 3丁目にかけての植樹は数十年の時間をかけて立派に育ちました。 

 

今川地区の改修提案を実施すれば、このような自然豊かな防壁と遊歩道が既存カイズカイ
ブキの樹木群と新たな植樹群との間に、年月を経て出現することになります。その間、旧
護岸もその目的・役割を維持し、歴史的価値の温存に繋がります。 
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■理想の遊歩道とは自然との共存 

 

この写真は今川 2丁目の東北部、今川 1丁目から 2丁目の境界から第 2湾岸方面を
視たもの。左側に境川が流れ、市道、歩道、自然の遊歩道と右方向に続き、右端の
旧護岸が押さえとなっています。桜の木、クロマツが品良くのびています。この護
岸も入船地区同様に基本的には補植を加えることがあっても、護岸の役割を考えて
保全すべきでしょう。何も手を入れなくとも景観にマッチしています。 

 




